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国
分
松
本
遺
跡
第
７
次
調
査
で
出
土
し

た
動
物
が
描
か
れ
た
甕
棺
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

国
分
松
本
遺
跡
は
、
国
分
共
同
利
用
施

設
が
建
つ
あ
た
り
か
ら
県
道
１
１
２
号
線

の
国
分
寺
前
交
差
点
周
辺
に
広
が
る
遺
跡

で
す
。
特
に
国
内
最
古
級
の
戸
籍
木
簡
な

ど
が
出
土
し
、
古
代
の
遺
跡
と
し
て
注
目

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
で
は
弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期
の
甕

棺
墓
も
ま
と
ま
っ
て
確
認
さ
れ
、
太
宰
府

市
域
の
弥
生
時
代
の
墓
制
を
考
え
る
う
え

で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

甕
棺
墓
は
、
甕
や
壺
を
棺
に
し
た
弥
生

時
代
の
九
州
に
特
徴
的
な
墓
で
す
。
国
分

松
本
遺
跡
第
７
次
調
査
で
は
54
基
の
甕
棺

墓
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
動
物
が
描
か
れ

て
い
る
の
は
、
２
８
０
号
甕
棺
墓
の
甕
棺

で
、
全
体
が
赤
く
塗
ら
れ
た
高
さ
約
97
㎝
、

口
径
約
68
㎝
、
最
大
径
約
74
㎝
の
大
型
の

も
の
で
す
。
胴
部
に
高
さ
４
㎝
、
幅
７
㎝
程

度
の
大
き
さ
で
、
線
刻
に
よ
っ
て
「
鹿
」
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
四
本
足
の
動
物
が
１
匹

描
か
れ
て
い
ま
す
。

土
器
な
ど
に
描
か
れ
る
絵
に
は
、
建
物

や
人
、
動
物
な
ど
が
あ
り
、
当
時
の
生
活
や

狩
猟
の
様
子
を
示
す
他
に
、
動
物
の
絵
な

ど
は
当
時
の
自
然
環
境
を
知
る
手
掛
か
り

に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
甕
棺
に
描
か
れ
た

「
鹿
」
と
思
わ
れ
る
四
本
足
の
動
物
も
当
時

の
太
宰
府
の
自
然
環
境
を
示
す
貴
重
な
資

料
で
す
。
山
や
川
、
動
物
な
ど
当
時
の
太
宰

府
の
風
景
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
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国分松本遺跡第7次調査位置図
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